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立春の候、保護者の皆様方におかれましては、ますますご健勝のこととお喜び申し
上げます。
３学期が始まり一ヶ月程が過ぎました。『逃げる二月、去る三月』とよく言われま

すが、時の流れの速さを感じます。また、今年は元旦から痛ましいニュースが流れま
した。能登半島地震で被災された方々には、筆舌に尽くしがたいご苦労や心労がある
と推察致します。被災した方々に心からお見舞い申し上げます。私たちに何か特別な
ことができるわけではありませんが、今回の震災を通して、今まで以上に防災に対す
る意識を高め、支援する人達の『人の心の温かさ』を感じとっていくことがとても大
切ではないかと考えます。
今、２年生は総合や学活の時間を使って、予餞会に向けての練習を行っています。

お世話になった３年生に少しでも喜んで頂けるように、共にアイディアを出し合いな
がら、劇や踊りの練習を行っています。普段物静かな生徒が、劇や踊りの練習になる
と、奇抜なアイディアや創意工夫を見せてくれます。『行事は生徒を成長させる』‥
と言いますが、まさしく成長を感じさせる場面が多く見られるようになってきました。
とても頼もしく思います。
一方、残念ながら自己中心的な態度や言葉で周囲を乱す生徒も時々見られます。我

々職員も指導や言葉がけを続けていますが、目に見える形ですぐに効果が現れるわけ
ではありません。第９号でも記載しましたが、『いつかは必ず良くなる‥』と信じて、
教職員や保護者の方々、そして友達同志で共に励まし合い、『共育』していくことが
大切であると考えます。
物事を否定的に捉えるのでなく、どんなに困難な時があっても、また逆境に遭遇し

ようとも『いつかは必ずよくなる』と、肯定的に捉えて行動していけたらと思います。
これを『いよの法則』と名付けます。

校内書き初め展覧会で２年生か 美
ら６名が『金賞』に選ばれまし し
た。その中から２組の川嶋菜月 い
さんが銚子市小中学校書き初め 山
展で『選者賞』を受賞しました。 河

→ → → → →

１月２７日（土）に多古駅伝が行われました。１秒差で西中が優勝することができ
ました。誠におめでとうございました。出場者は以下のメンバーです。

白鳥光姫さん（１組）、平野稜人さん（３組）、大滝萌華さん（１組）
礒村海希さん（３組）、脇本美咲さん（２組）、石毛宏樹さん（２組）
椎名 椿さん（３組） ※平野稜人さんと脇本美咲さんは区間賞でした。

銚子市小中学校書き初め展覧会で 『選者賞』！

多古駅伝 『優勝』！



１月３０日（火）の５・６校時に、近隣１０校の高校
が来校し、２年生に対して「高校説明会」を実施してい
ただきました。公立高校７校、私立高校３校が来校し、
１４名の先生方に各校の説明をしていただきました。
１校２０分ごとの説明を３コマ設定し、生徒は希望に

応じて高校の説明を聞くことができました。終了後に高
校の先生方から生徒の聞く態度や印象をうかがったとこ
ろ「よく話を聞いていてとても好印象でした。」とのお
褒めの言葉をいただきました。この説明会を契機に、今
まで以上に進路に対して興味・関心を抱き、将来の夢の
実現に向けて頑張ってくれることを期待します。 【 市立銚子高校 】

【 県立銚子高校 】 【 銚子商業高校 】 【 東総工業高校 】

【 匝瑳高校 】 【 旭農業高校 】 【 波崎高校 】

【敬愛大学八日市場高校】 【 横芝敬愛高校 】 【 鹿島学園高校 】



高校説明会を聞いて、全生徒に感想を書いてもらいました。その中で各クラスの代
表１名を以下に掲載します。

１組 青野友紀さん
今日の高校説明会を聞いて、大学入試には英語が絶対にあるから、今のうちか

ら英検を取っておこうと思いました。できることはやっておいたほうがいいなと
思いました。英検に限らず、各種検定には挑戦しようと思いました。また、今か
ら真剣に受験のことを考えていこうと思いました。そして将来の職業のこととか
も考えて、公立や私立の受験校をよく考えていきたいなとも思いました。何をす
るにしても、当たり前のことは当たり前にやろうと思いました。たくさんお話を
聞けて勉強になりました。とても良かったです。

２組 梅田滉大さん
今日の高校説明会のお話を聞いて、自分自身がもっと頑張らなくてはいけない

なと強く感じました。そしてどの高校に進学したとしても、将来の目標がないと
結局は中途半端になってしまうんだなと感じました。今の自分は、普段の自学な
どを考えた時、１～２時間勉強をやっただけで疲れてしまっています。でもそれ
ではいけないなと感じました。受験もそうだけど、高校に進学してからしっかり
とついていけるように、今行っている勉強や部活動に対してもっと集中力を高め
ていかなければいけないと感じました。今回聞いた３校は、どの高校も英語の重
要さを言っていました。ですので今後はもっと英語などを頑張りたいです。

３組 宮内璃子さん
どの高校の先生方のお話も、高校への不安や、わからないことを解消してくだ

さるような内容でした。特に、「高校に入ってどのような行事があるのか」「授
業の制度はどのようになっているのか」「部活は何があるのか」などたくさんの
ことを教えて頂きました。資料や写真等も用意してくださり、とてもわかりやす
かったです。今回の説明会を受け、実際に見学に行きたい高校や、興味がわいた
高校がありました。もう１年すれば入試もあり、高校生として生活していくので、
今から自覚を持ち、高校へ進学するための努力をしたいと思いました。

今回の高校説明会は２年生にとって、今までの学習や生活を見直す良い機会となり
ました。高校の先生が説明してくださった内容はとてもわかりやすく、生徒にとって
とても新鮮に聞こえたようです。各校の特色や教育課程の内容を懇切丁寧に説明して
下さり、今までの高校に対する漠然としたイメージから、具体的なものとして考えら
れるようになったと思います。そして生徒は自分の将来に対しても、夢や希望を持て
るようになったと思います。
そこで今の学習面や生活面を振り返り、『学びの場を整えよう！』というタイトル

で各クラスで話し合いの場を設けました。まずはアンケート形式のワークシートを作
成し、自分自身の現状、クラスの現状、学年の現状を考え記入しました。調査の内容
は、以下に示す６項目を『今の自分自身に当てはめてどうか』『学級的にはどうか』
を５段階の数値〈５・４・３・２・１〉で振り返りました。特にクラスの中での良い
面や改善点を具体的に文章で記入しました。最後に『２年生の明るい未来を目指して』
というタイトルで、改善点を見直していくために、『あなたの考える学級の約束』や
『みんなで考えた学級の約束』というタイトルで自由に文章で記載しました。
その後、みんなの意見を集約して、クラスごとに話し合いを行いました。今後のこと
を見据えた肯定的な意見がたくさん出てきました。

学びの場を整えよう！



【調査６項目】

○決められた時間に着席できる。
○授業の開始時や終了時に挨拶がしっかりとできる。
○授業中に私語や自分本位な言動はない。
○各教科において提出物が毎回きちんと提出できている。
○他の教室に出入りしていない。
○廊下で、奇声をあげたり不快な発言をしていない。

各クラスで話し合い、出てきた意見を大切にしながら、クラスや学年がより良くな
っていけるように、一致団結して頑張っていければと思います。

第９号をご覧いただいて、たくさんの保護者の方からご意見を頂きました。ありが
とうございました。以下は、その中からの抜粋です。子供たちが成長していくために
職員と保護者が協力しあっていきたいと思います。今後ともよろしくお願いします。

○いつも有難うございます

○ご苦労様です。よろしくお願い致します。

○いつもお世話になります。冬休みが終わり早いもので2年生も残すところあと３ヶ月に
なってしまいました。最高学年の足音が聞こえてきそうです。

○新しい１年間が、始まりましたね。これからもよろしくお願いします。

○令和６年がスタートしましたが、早々災害や事故など色々な事がありました。特に能登
半島地震は決して他人事ではありません。もしもの時を常に考え、行動できるようにし
たいと思います。生徒会の皆さん、西中をもっと元気にして下さいね。よろしくお願い
します。

○最高学年になる年になりました。家族で進路についても話す時間を大切にしていきたい
と思います。今年もよろしくお願い致します。

○本年もよろしくお願い申し上げます。能登半島の地震や航空機の事故など、目を疑うよ
うな情景を目の当たりにして、改めて災害に対する備えや避難訓練の重要さを感じてい
ます。学校で行う避難訓練も子供たちにはこれまで以上に真剣に取り組んでほしいです。

○２学年だよりを拝見いたしました。子供達へ暖かな励まし、いつもありがとうございま
す。新年を迎え様々な決意を書き初めに表せたことと思います。元日に能登半島地震が
発生し、緊急事態への日頃の備えを学校でも家庭でも確認しなければと感じました。３
学期は登校日が少なく、一年の総括、３年生を送り出す季節となります。新生徒会役員
はじめ頼もしい２年生の力で学校生活がより良いものになりますよう期待しています。

高校説明会が己を変える良い機会となりました。もうすぐ３年生になります。
自覚と責任を持てるように、学年職員一同頑張って参ります。

保護者からの声～ありがとうございます！～


